


    悩み

     自分ががんになったことで、夫が精神的に非常に不安定になり、それを支えることが大変であった。 


    助言

    
              【家族のつらさ】




  
  家族のひとりが、がんにかかることで、ご本人だけでなく、ご家族にも、いろいろな思いやつらさが生じます。
ご家族は、治療を受けている患者さんの姿を目にし、“本当につらそう、できるものなら代わりたい”と感じるでしょう。一緒に医師の説明を聞いたときには、“ショックだけど、自分がしっかりしなくては”と気持ちを奮い立たせているかもしれません。
患者さんと同じ気持ちになったり、患者さんを支える役割にまわったりすることに忙しく、“本人だけでなく私もつらいんだ”という自分自身の気持ちに気がついたり、整理したりすることに、時間がかかる場合があります。また、患者さんを支えようという思いが強くなり、患者さんに対して「がんばれ」と言い過ぎてしまう場合もあります。
患者さんとご家族が、素直に自分の気持ちを話したり、支え合ったりして、共通の目標に向かえるようになることが理想ですが、お互いに余力が少ないときには、他の力を借りてみてください。第3者に調整役になってもらうとよい場合があります。


  




              【相談窓口を利用してみる】




  
  病院では、医療相談室など相談専用の窓口を設置し、医療ソーシャルワーカー（以下ソーシャルワーカー）と呼ばれる専門職が常駐しているところがありますので、困ったことがあったら一度相談してみましょう。
各都道府県のがん診療連携拠点病院（厚生労働省が指定）のがん相談支援センターを利用してもよいでしょう。がん相談支援センターでは、その医療機関にかかっている患者さんやご家族以外の方の相談も受けています。
ソーシャルワーカーなど相談員が対応する内容は、医療費の支払いなどの経済的な問題、介護保険、障害者手帳などの福祉制度に関することに限りません。病気に関する心配事がある、どう決断してよいのか迷っている、生活の工夫を知りたい、といったときにも、相談員が一緒に考え、助言をくれたり、制度や人の紹介をしてくれたりします。相談内容が外にもれてしまうことはありませんので、気軽にご相談ください。
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